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○ 取扱い 

 腎癌の疑いに対する D009「2」癌胎児性抗原（CEA）の算定は、原則と

して認められない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 癌胎児性抗原（CEA）は、大腸癌をはじめとする消化器癌、膵癌、胆道・

胆管癌などのさまざまな臓器由来の癌に幅広く用いられる腫瘍マーカー

であるが、腎癌に対する有用性は低いとされている。 

 このため、腎癌の疑いのみに対する当該検査の算定は、原則として認め

られないと判断した。 

 


